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オンライン講義、遠隔で受講する学生

がいることに配慮した講義での悩み

• Power Pointの画面をZoom等で共有して普段通り講義するとし
て、毎回の講義で学生に書かせているコメントシートをどう回
収しよう…。

• そんなお悩みを解決するのがDPPです。
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DPPでできること

• 各回の学生用QRコードを自動作成
• 学生さんはQRコードを読み込むことで、かんたん即座に講義の各回の
ページへ遷移可能です。

• コメントシートのオンライン回収
• 学生さんにはQRコードから遷移したページでコメントを入力してもら
います（各問につき最大1000文字まで入力可能です）。

• 自動集計
• 自動でExcelとPDFの両者にファイル化されますので、先生方で自由に
ご活用いただけます。

• 選択式の問題については、学生さんの回答が自動的に集計され、円グ
ラフの作成まで自動で行います。
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教員視点・講義前準備（編集画面）
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教員視点・講義前準備（編集画面）

Step1：プログラム名（講義名を決める）

• 「〇〇学概論第1回」のように講義名を入力し、新規作成

ボタンをクリック。（開催日・時刻などはだいたいで構

いません）
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Step2：属性や質問項目を入力

• 編集ボタンをクリック

教員視点・講義前準備（編集画面）
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属性（不要の場合はスキップ）

• 学年、学部、学科など、聞きたい項目を入力します。

Step2：

教員視点・講義前準備（編集画面）
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質問：最初に学籍番号を入力させると

データの紐づけが可能です

Step2：

教員視点・講義前準備（編集画面）



9

質問：記述式の質問の場合
Step2：

教員視点・講義前準備（編集画面）
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質問：選択式の質問の場合
Step2：

教員視点・講義前準備（編集画面）
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Step3：QRコードの作成

• QRコードボタンをクリック

教員視点・講義前準備（編集画面）
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Step3：QRコードの作成

• このようにQRコードが表示されます。Zoom等で画面共有

しても良いですし、事前に画像として、もしくは、PPTや

PDFに貼り付けて学生さんに配布することも可能です。

教員視点・講義前準備（編集画面）
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学生さん視点（スマホ画面）
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学生さん視点（スマホ画面）

初期画面

• 学生さんがQRコードを読み込むと、

このような画面になります。
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学生さん視点（スマホ画面）

属性情報
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学生さん視点（スマホ画面）

質問
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教員視点・講義終了後（編集画面）
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教員視点・講義終了後（編集画面）

Step1：集計ボタンをクリック

・PDF出力・CSV出力を選択
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教員視点・講義終了後（編集画面）

PDF

• PDFでは各設問ごとの回答一

覧が自動生成されます（良い

意見を講義内で取り上げる際

に便利）。
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教員視点・講義終了後（編集画面）

PDF

• 学生が回答した設問、アンケ

ート、コメントの結果を学生

毎にPDFに出力します（紙の

テストと同じように管理がで

きて便利）。

【英語】 基礎英語 第３回
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教員視点・講義終了後（編集画面）

CSV

• CSV（Excel）では各

学生ごとの表が自動

生成されます（出席・

成績管理に便利）。

• 学籍番号順に並び替え

るなど、通常通りの

Excel機能がお使いい

ただけます。

学籍番号 質問①の回答 質問②の回答
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その他にもDPPでできること

• 教員が用意した選択式の質問に学生がスマホからリアル

タイムで回答し、リアルタイムで集計したものを講義内

で活用

• 学生がスマホからリアルタイムで質問

• DPPは、コメントシートの印刷・入力・回収などの無駄

を削減して教員の負担を軽減し、講義の双方向性に寄与

するプラットフォームです。
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DPPを開発・運営するKK²（ケーケーツー）に

ついて
• 霞が関ナレッジスクエア（KK²）は中央官庁PFI事業の一環と

して行われているデジタル公民館です。2008年より公共性の

高い事業を行っており、個人情報の取り扱いは厳重に行ってお

ります。また、事業主体の一般財団法人高度映像情報センター

はプライバシーマーク付与事業者です。

• また、学生さんには学籍番号のみを入力していただくことで、

先生方のお手元にある履修者名簿と参照していただき、KK²側

では個人を特定できないシステムになっておりますのでご安心

してご活用ください。
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DPPの教員用アカウント申請
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DPPの教員用アカウント申請

①web会員登録

• KK²webサイトから、web会員登録を行います。

https://www.kk2.ne.jp/kk2/

https://www.kk2.ne.jp/kk2/
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DPPの教員用アカウント申請

②DPPの教員用アカウント申請

• web会員登録後にログインし、

お問い合わせをクリック
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• 「お問い合わせ種別」は

「その他」を選択し、件名に

「DPP教員用アカウント申請」

と入力します。

※2-3営業日以内にアカウント申請の

メールをお送り致します。もし連絡
が来ない場合はお手数ですが再度ご
連絡ください。

DPPの教員用アカウント申請
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学生さんの登録
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学生さんの登録

• web会員登録のみ、学生さんにも登録していただく必

要があります（無料です／DPP申請は学生さんは不要

です）。会員登録の際にメールアドレス以外の名前な

どの個人情報は必要ありませんのでご安心ください。

• 初回講義の最初に10分程度、登録のご説明時間を確保

していただく必要があるかもしれません。

• その際、ぜひ右記のQRコードを

ご活用ください

（直接web会員登録画面に遷移できます）
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DPP編集画面への遷移方法
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教員視点（DPP編集画面）

ログイン後マイページをクリック



32

• 左側のバナー一番下の

「DPP管理」をクリック

教員視点（DPP編集画面）
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• 左側バナーのRA管理

→RAプログラム検索

をクリック

• あとは自由にプログ

ラムを作成・編集い

ただけます。

教員視点（DPP編集画面）
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先生方のご要望を歓迎致します

KK²では、大学の先生方の業務効率を高め、質の高い

双方向性講義を支援するためのご意見、ご要望をお待

ちしております。使用してみて改善すべき点、新しく

必要と思われる機能など、ぜひ忌憚ないご意見をお寄

せください。
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教育のデジタル化研究会事務局

株式会社メディアリンク

教育イノベーション推進部

TEL : 03-3239-1122

Mail : dpp@kk2.ne.jp 

お問い合わせ


